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政党助成金廃止法案を提出
　「安倍政権の暴走を止められるのは共産党しかいない」─昨年
12月の総選挙で、日本共産党は8議席から21議席に躍進し、議案提
案権を獲得しました。その力で、今年の通常国会冒頭に、政治を腐敗
させ、憲法違反と指摘されている政党助成金（年間320億円、国民1
人250円）の廃止法案を提出しました。

ブラック企業規制が始まった！
　日本共産党の国会での追及で、国は2013年にブラック企業を調査し是正指導。今年は厚労省がブ
ラック企業の新卒求人をハローワークで受けつけない制度を創設します。
　日本共産党の吉良よし子参院議員は2月、ブラック企業の労働基準法違反疑惑を告発。安倍首相は
「厳正に対処する」と答弁しました。
　国会では、民意に背いて暴走する安倍内閣と対決。沖縄の新基地、中小企業、原発、介護など、現場の
声をぶっつけて論戦。改善を迫り、自民党席からも「迫力がある」などの声や拍手が！

衆議院選挙で 8⇒21議席に躍進

横浜市会 日本共産党5議席で

国会ではすぐ実行

市民の立場で 調査・提案・実現！

4月12日 県知事・県議・市会議員選挙 国政につづき市政でも

国民の声聞かない
安倍さんはこわい

負担が重く
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消費税10％

とんでもない 日本共産党をのばして
政治を動かそう
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日本共産党推薦

日本共産党が10議席以上になれば

◦議案提案権がもてます
　8議席以上で議案提案権を獲得。また、8つの常任委員会すべてに所属できます。

◦発言力とチェック力がアップします
　本会議などでの質問時間は議員数によって決まり、現在5人の議員ではわずか12分。議員が増え
れば、質問時間も増え、いままで以上に市政を追及、要望できます。

◦市民との共同が前進
　市民のみなさんからの請願を通す力が増します。現在、国への意見書提出以外の陳情は審議さ
れませんが、多くの議会では請願と同様に審議されており、審議に道を開くことも。

◦議会の改革が進みます
　観光まがいの海外視察や、議会に出席するたびに支給される費用弁償（居住地によって1000〜
3000円）をやめさせる大きな力になります。

2014年台風18号による土砂崩れで、アパートに土砂が流入し、
男性1名が犠牲に。さっそく現場を調査しました。

（2014年10月9日、横浜市緑区）

◦がけ防災対策の推進 4.5倍化（2015年度）

　日本共産党は2014年9月議会で、市内の危険ながけ約9800の安全パトロールを年間400件のペー
スから大幅に早めるよう求めました。その直後の10月、台風18号のがけ崩れで2名の尊い命が犠牲に。
　さっそく現地調査を行い、決算特別委員会で避難対策の提案と、がけ対策の目標と予算を引き上げ
るよう要求しました。
　市長は3年で現地調査することに変更し、避難対策も改善することに。2015年度予算では、がけ防
災対策費が大幅アップです。

◦小児医療費助成制度が小学3年生までに拡大
　県内で最低レベルの助成制度の引き上げを要求し続けてきました。今度は中学校3年生までの
引き上げと所得制限の廃止をめざします。

◦子育て世帯の国民健康保険料が引き下げ
　保険料算定方法の変更で2013年に、子育て世代の国保料が大幅アップに。実態を調査し、市長
に減免の具体案を要求。2014年度に3万世帯余で平均4.7万円、総額15億円の引き下げが実現。

◦民間住宅・太陽光パネル設置目標が倍加
　横浜市地球温暖化対策実行計画の改定にあたり、太陽光発電設備の普及目標の引き上げなど積
極的な再生可能エネルギー導入目標を定めるよう、市長に求めました。

◦�その他、市立小中学校に司書を配置、未婚のひとり親家庭に寡婦控除のみなし
適用、救急隊の3隊増、就学援助切り下げの中止などの要求が実現

　日本共産党は、市民のみなさんから寄せられたご意見や要望を議会で取
り上げ、市長に要求。必要に応じて調査し、具体的な対案を示してきました。
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7期28年  市政に精通
青葉区のくらし・安全・みどりを守る

大貫のり夫のプロフィール● 1947年西区生まれ。谷本中学校、翠嵐高校
卒後、桜台で酒販店経営、横浜緑民主商工会会長、谷本中学同窓会長等を
歴任。市会議員７期連続当選。３人の子は独立し、最近ハマっているのはヨガ
と家庭菜園。2013年に自宅に太陽光発電を設置。桜台在住。

大貫のり夫
　中学校給食を頑として反対している自民党。日本共産党の躍進で、中学校給食を
実現しましょう。
　横浜市の2015年度予算は3兆4800億円です。財源はあります。問題は使い方で
あり、何を大切にするかです。日本共産党に横浜市議会でも議案提案権を獲得させ
てください。住みやすく豊かで、気品のある横浜、青葉区をご一緒につくりましょう。
私・大貫のり夫はその先頭に立って頑張ります。

❶	青葉台地域に図書館と地区センターをつくります
❷	区役所や地域を循環するコミュニティバスを走らせます
❸�	�歩道の幅など条件の整っているバス停に上屋及びベンチを設

置します
❹	美しが丘及び、青葉台、奈良地域に区役所支所及び出張所を
❺	谷本川、恩田川、早渕川の環境や青葉区の緑を守ります

横浜市会議員・日本共産党横浜市議団団長

公約実現
　市営地下鉄あざみ野駅に下りエスカレータ設置されます。
完成は2016年度中の予定です。私・大貫の公約が、田園都市
線全駅ホームに転落防止のホームドア設置（完成2020年）に
続いて、また一つ実現します。
　田園都市線あざみの駅改札口から、地下鉄の改札口までの
メイン通路の階段には、これまで上りのエスカレータしかあり
ませんでした。既存のエレベータは一度バスロータリー側に
出なくては利用できません。足の弱いお年寄りや、ベビーカー
での子ども連れのママたちが難儀をしていました。 ▲地下鉄あざみ野駅

地下鉄あざみ野駅 下りエスカレータ設置
横浜市会議員
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夫
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